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本研究の目的は設計者の行なう情報活動を支援する計算機環境を実現することである｡

設計者の行う設計行為は､情報収集や会議､日常生活における無意識下でのｱｲﾃﾞｱ創出や知識の整理などの情報

活動によって支えられているo本研究では､このような設計者の行う様々な情報活動を支援する計算機環境の実現

のために､知識共有ｱ-ｷﾃｸﾁﾔと呼ぶ枠組みを捷案するo知識共有ｱ-ｷﾃｸﾁﾔは､文書やﾃﾞ-ﾀ､知識な

ど様々な表現､形態､目的を持っ情報を概念体系(ｵﾝﾄﾛｼﾞ-)に結びつけて構造化し,それらを複数の様々な専門

知識を持つ設計者や複数の様々な解決能力を持つ計算機ﾓｼﾞｭ-ﾙ(ｴ-ｼﾞｪﾝﾄ)の間で共有することによって,設

計者の行う情報活動の支援を実現するo本研究では以下に示す6つのｻﾌﾟﾃ-ﾏに分けて研究を行い､知識共有ｱ

-ｷﾃｸﾁﾔに基づく設計者支援環境の実用性と可能性を示した｡

(1)知識共有ｱ-ｷﾃｸﾁﾔに基づく設計者支援環境のﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟとしてDesignersAmp岨erｼﾞｽﾃﾑの構

築を行い､ Designer8AmphLerによる設計知識の形成支援の研究を行った.設計知識の形成の支援は､設計情報を

ｵﾝﾄﾛｼﾞ-上の概念と結びつけることによって構造化し､構造化した設計情報から概念間の共起関係を計算する

ことによって実現したoその結果､得られた概念間の関係が設計知識の形成支援に有効であることがわかった｡

(2) DesignersAmphfierｼｽﾃﾑにおける設計知識の交換による共有の研究を行った｡複数の設計者間でのｵﾝ

ﾄﾛｼﾞ-の交換は､移動ｴ-ｼﾞｪﾝﾄを媒体にｵﾝﾄﾛｼﾞ-の-部や情報を流通させることによって実現した｡そ

の結果､移動ｴ-ｼﾞｪﾝﾄを用いた知識共有は､異なる構成を持つｵﾝﾄﾛｼﾞ-間で概念の交換･収集や､情報の

監視といった多様な情報流通括動を実現出来ることがわかった｡

(3)外部の情報源から概念を獲得する方法について研究を行った｡特に最新技術に関わる設計者にとって外部の情

報源は重要であるo本研究ではWWW上に自然言語文の表現ﾊﾟﾀ-ﾝを抽出し､概念を説明している文を抽出する

方法を提案したo人工物に関する概念について実験を行った結果､概念を説明する文について見方ごとに抽出でき

ることがわかった｡

(4)複数の設計者による異なる見方や記述のなされたｵﾝﾄﾛｼﾞ-の統一的な利用を実現するために､ｵﾝﾄﾛｼﾞ

ｰの統合の支授について研究を行ったo具体的には､階層的ｸﾗｽﾀ-分析および多次元尺度構成法といった統計

的手法を適用した｡これらの手法を用いた視覚的な概念間の関係の捉示がｵﾝﾄﾛｼﾞ-統合の支援に有効であるこ

とを得た｡

(5)分散ｼｽﾃﾑの開発における設計者間での仕様決定を支援する研究について行った｡特にﾏﾙﾁｴ-ｼﾞｪﾝﾄ

系のような分散ｼｽﾃﾑの設計は､各ﾓｼﾞｭ-ﾙの設計者間で綿密かつ柔軟な協調が必要になる｡ここでは設計者

間の結びつきをﾏﾙﾁｴ-ｼﾞｪﾝﾄ系によって実現し､また設計者間の仕様決定の過程を状態遷移をもちいて構造

的に捉えることによって開発支援環境を実現したoﾛﾎﾞｯﾄのﾏﾙﾁｴ-ｼﾞｪﾝﾄ系開発について実験を行った結

果､本手法がﾏﾙﾁｴ-ｼﾞｪﾝﾄ系の分散した設計者による協調設計に有効であることがわかった｡

(6)設計者間の淡話に注目して､その談話から構造を抽出する研究について行った｡ここでは､ｷ-ﾜ-ﾄﾞﾍﾞｸﾄ

ﾙまたは概念ﾍﾞｸﾄﾙを用いて単語や概念の分布を求め､その分布に基づいて談話の断片化と再構成を行った｡設

計ﾌﾟﾛﾄｺﾙ(議事録の-種)をもちいて実験した結果,本手法が談話の内容の変化を捉えて断片化し､得られた断片

の内容の関連性を捉えて再構成することを示した｡



(論文審査結果の要旨)

本論文は,設計者が扱う情報を知識共有技術を用いて統合的にﾏﾈ-ｼﾞﾒﾝﾄするための方法に関する

研究成果をまとめたものである.申請者は,この研究を進めるにあたって2つの観点を導入した.

第1は,情報がどのように構造化されているかという情報の構造性の観点である.設計情報の多様性は

構造化の違いによって引き起こされると考えられる.ｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝﾓﾃﾞﾙ･生産ﾓﾃﾞﾙなど計算機で

の処理を指向した構造化と,自然言語･図など人間による利用を指向した構造化の2つを結び付けること

が重要課題である.

第2は,分散環境において情報の共有･交換をどのように行うかという情報の流通性の観点である.こ

こでは,異なる視点をもつ情報源間での情報交換の実現が重要課題である.

申請者の提案した知識共有ｱ-ｷﾃｸﾁﾔでは,計算機にも人間にも-定の意味を持つ概念体系(ｵﾝ

ﾄﾛｼﾞ-)を用意することによって情報構造化の指向性の違いの解決を図り,概念体系を交換して表層的

な差異を吸収することによって異なる情報源間での情報流通の問題の解決を図っている.

知識ｱ-ｷﾃｸﾁｬに関する申請者の研究成果は次の3つに要約される.

第-の成果は,知識共有ｱ-ｷﾃｸﾁｬによる設計者支援に関するものである.ここでは,構造性･流

通性の両側面を統合的に解決することをねらっている.情報の構造性の側面では,設計文書をｵﾝﾄﾛｼﾞ

-上の概念と結びつけることによって情報の構造化を図り,ｵﾝﾄﾛｼﾞ-および文書の構造化を可視化し

て提示することによってﾕ-ｻﾞによるｵﾝﾄﾛｼﾞ-･文書の構造化を促進している.情報流通の側面では,

ｵﾝﾄﾛｼﾞ-や個別の情報を含む個人情報空間を移動ｴ-ｼﾞｪﾝﾄを用いた情報流通機構を提案した.こ

の機構によって,ｵﾝﾄﾛｼﾞ-の交換･変更の通知などﾕ-ｻﾞの意図を反映した情報流通が実現された.

第二の成果は, WWWからの人工物概念の発見と,設計における談話の分析と構造化に関するもので

ある.申請者は,主として情報の構造性に焦点をあてた研究を行った.前者に関しては, WWWという

多様な著者による情報を対象にして,共通の概念を抽出するｼｽﾃﾑを研究開発した.このｼｽﾃﾑは

自然言語文の表現ﾊﾟﾀ-ﾝを手がかりに,生産物に関する概念を抽出する.後者に関しては,設計過程の

ﾌﾟﾛﾄｺﾙという非構造的情報を構造化するｼｽﾃﾑの研究開発を行った.ｷ-ﾜ-ﾄﾞﾍﾞｸﾄﾙやｵﾝﾄ

ﾛｼﾞ-を用いてﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ中での単語や概念の分布を求め,それに基づいて会話の断片化と再構成を行

う.

第三の成果は,ｵﾝﾄﾛｼﾞ-の統合と,分散ｼｽﾃﾑの開発環境GuardNetに関するものである.申

請者は,情報の流通性に焦点をあてている.前者に関しては,異なる見方や記述のなされたｵﾝﾄﾛｼﾞ-

の統-的な利用を図るためのｵﾝﾄﾛｼﾞ-の統合方式を提案した.階層的ｸﾗｽﾀ-分析と多次元尺度構

成法を用いて,異なる作成者のｵﾝﾄﾛｼﾞ-間での概念の類似性が発見できることを示した.後者に関し

ては,ﾏﾙﾁｴ-ｼﾞｪﾝﾄ系の設計を例に取り,分散環境下での設計者間の情報流通の問題に取り組んだ.

分散した設計者間のｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝを設計対象の構造に沿って整理することによって,分散設計で間

題となるｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝの複雑化の間題を解消することが可能であることを示した.

申請者は,本論文において設計情報におけるｵﾝﾄﾛｼﾞ-の構成方法とその利用方法を提案した.これ

により,設計における情報を統合的に取り扱うことが可能であることが示された.特に,文書･談話等か

らの概念体系の発見支援が可能であることが示された点と,多様性の高い情報の交換･共有方法実現に有

効であることが示された点は意義が大きい.これらの結果は,これまで分野毎･ｱﾌﾟﾘｹ-ｼｮﾝ毎に考

察されてきた設計情報のﾏﾈ-ｼﾞﾒﾝﾄの問題について,統合的な新しいｱﾌﾟﾛ-ﾁを提供したものとし

て評価される.

以上のように,本論文は人間の主要な知的活動のひとつである設計における情報の取り扱いに関する重

要な基礎的な成果をあげたものであり,博士(工学)の学位論文に値すると認める.

(以上)


